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はじめに 
 本施策概要は、農業者をはじめ県民の皆様に令和元年 12 月に策定した「やまなし農業基本計

画」に基づいて本年度農政部が取り組む主な事業等について知っていただき、活用していただく

ためにとりまとめた資料です。 

 

 

 ＜やまなし農業基本計画＞ 

  新たな県政運営の基本指針となる「山梨県総合計画」の部門計画であり、本県農業の目

指すべき中長期的な構想と令和元年度から４年間に実施する施策・事業の内容、行程など

のアクションプランを示す本県農業振興の指針となる計画です。詳細は、「やまなし農業

基本計画」を御覧ください。 

 掲載サイト：https://www.pref.yamanashi.jp/nousei-som/r1_kihonkeikaku.html 

  ○計画期間 令和元年度～令和４年度（４年間） 

○目  標 「生産者の所得の向上」を実現するため、「稼ぐ力を最大限発揮できる環

境整備」と「豊かで活気ある農山村の創造」の２つの目標を掲げ、次の７

つの柱に分類した施策に関係機関と一体となって取り組む 

         Ⅰ 稼ぐ力を最大限発揮できる環境整備 

１ 成長産業化に向けた担い手の確保・育成 

２ 農業生産の効率化、農産物の高品質化 

３ 品目別の生産振興策 

４ 販売につながるプロモーション等の展開 

５ 地域の農産物の利用促進 

Ⅱ 豊かで活気ある農山村の創造 

６ 地域資源を活用した農山村の活性化 

７ 力強い農業を支える基盤整備 

○重点施策 ①多様な担い手の確保・育成 

②スマート農業の導入による効率化、高品質化の推進 

③海外市場でのプロモーション活動の展開 
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１ 成長産業化に向けた担い手の確保・育成 

 

（１）新規就農者や参入企業の確保・育成 

 

① 就農促進体制の強化 

●(当初)「やまなし就農魅力発信事業費」 （担い手・農地対策課 ４，０５０千円）  

    内容：本県への就農希望者を掘り起こすため、農業総合情報サイトへの特集ページの掲載や

座談会の開催等の本県で就農する魅力を発信する取り組みを行う。 

 

●(当初)「就農支援センター事業費補助金」 （担い手・農地対策課 ７，７７５千円） 

    内容：意欲ある新規就農者を確保するため、就農支援センターを設置し、就農相談マネージ

ャーによる就農相談活動を実施するなど、就農支援体制の整備を図る。 

         補助先  （公財）県農業振興公社 

         補助率  10/10（県単） 

 

●(当初)「農業大学校費」 （農業技術課 ７０，７５８千円） 

        内容：農業大学校において農業後継者の教育や新規参入希望者への研修を行う。 

 

●(当初)「企業的農業展開支援対策事業費」 （担い手・農地対策課 ４，５９２千円） 

    内容：農業経営の法人化等を推進するため、県農業経営総合支援協議会が実施する事業に補

助するとともに、本県農業を支える多様な担い手のひとつとして期待される企業の農

業参入等を促進する。  

・「企業的農業推進事業費」 （９５１千円） 

内容：企業訪問やセミナーの開催等を行う。 

・「農業経営承継支援事業費補助金」 （３，６４１千円） 

内容：県農業経営総合支援協議会が開催するセミナーやコーディネーター・専

門家の派遣等の事業実施に係る経費を補助する。 

             補助先  県農業経営総合支援協議会 

             補助率  10/10 

 
② 就農定着に向けた仕組みづくり 

●(当初)「農業次世代人材投資資金交付事業費」 （担い手・農地対策課 ２３６，１３１千円） 

内容：次世代を担う農業者を育成するため、就農前の研修や就農直後の経営を支援する資金

を交付する。 

・「農業次世代人材投資資金（準備型）」 （５８，５００千円） 

               対象者  就農前研修者（就農時 50 歳未満の者等） 

           交付額  年間 1,500,000 円 

・「農業次世代人材投資資金（経営開始型）」 （１７７，０００千円） 

   交付先  市町村 

 対象者  新規就農者（人・農地プランに位置付けられている就農時 50 歳

未満の独立・自営就農者等） 

 交付額  経営開始１～３年目 年間 1,500,000 円 

      経営開始４～５年目 年間 1,200,000 円 

        ・「推進事務費」 （６３１千円） 

 

●(当初)「農業科委託訓練費」 （農業技術課（産業人材育成課） ２３，５８５千円） 

 内容：雇用就農希望者の農作物の栽培技術や農業経営に関する知識の習得を図るため、県農

業大学校において職業訓練を実施する。 
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●(当初)「やまなしあぐりゼミナール設置事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 １２，５６８千円） 

内容：新規就農者を確保するとともに経営継承を推進するため、就農に必要となる基礎的な

技術や知識が不足する者を対象とした研修事業に対し助成する。 

補助先 （公財）県農業振興公社 

補助率 10/10（国 5/10 県 5/10） 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円） 

    内容：農家を対象とした農業改良普及指導活動を実施する。 

 

   ●(当初)新「親元就農者経営安定支援事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 ２９，０００千円） 

    内容：親元就農者の確保・育成及び定着を促進するため、国の支援制度の対象外となる新

規親元就農者を支援する。 

         補助先 市町村 

         要 件 就農時 50 歳未満、前年度所得 600 万円以下（本人及び配偶者

の合計）等の全ての要件を満たす者 

         補助率 1/2（県単） 

 

③ 就農希望者を増やすための普及啓発の推進 

●(当初)「中山間ふるさと・水と土保全対策事業費」 （耕地課 １０，１１３千円のうち一部） 

内容：中山間地域の集落機能の強化を図るため、地域活動を推進する人材の育成や施設・

農地の利活用及び保全整備等の促進に対する支援を実施する。 

 

●(当初)「高校生あぐり体験事業費」 （農業技術課 １９７千円） 

内容：将来の担い手になりうる高校生を対象に、農業大学校での座学や農業体験等をして

もらい、農業大学校への入学と新規就農への促進を図る。 

 

●(当初)「農業大学校費」 （農業技術課 ７０，７５８千円）P２再掲 

 

●(当初)「就農トレーニング塾設置事業費」 （農業技術課 １，５３６千円） 

内容：本県に就農を希望する新規就農者に対し、実践的な農業体験ができる短期研修を行う。 

 

   ●(当初)新「ワーケーション利用者農作業体験メニュー開発支援事業費」 

（担い手・農地対策課 １，９５６千円） 

    内容：本県農業の多様な担い手を確保するため、企業等団体向けの農業体験メニュー開発に

対し助成する。 

       ・「ワーケーション利用者農作業体験メニュー開発支援事業費補助金」 

（１，６００千円） 

  補助先 市町村 

補助率 10/10（国 5/10 県 5/10） 

補助額 1 市町村当たり 800,000 円 

       ・「体験メニュー開発事務費」（３５６千円） 
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（２）中心経営体の育成と農地集積等 

 

① 中心経営体の育成 

●(当初)「企業的農業展開支援対策事業費」 （担い手・農地対策課 ４，５９２千円）P２再掲 

     

●(当初)「農業用機械・施設整備事業費補助金」 （担い手・農地対策課 ４，８００千円） 

    内容：新規就農者等の定着を図るため、経営基盤の確立や経営の高度化に必要な機械・施設

整備等の初期投資を軽減する取り組みを支援する。 

補助先  市町村 

         事業主体 新規就農者等（人・農地プランに位置付けられた中心経営体） 

         内 容  農業用機械の購入、農業用施設の整備 

補助率  3/10 以内 

 

●(当初)「果樹王国やまなし就農支援事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 １０，０００千円） 

    内容：親元就農した農家子弟の規模拡大又は新規参入者が就農する際に必要な機械等の整備

に対し助成する。 

補助先  市町村 

         内 容  農業用機械のリース等 

補助率  ２/3（県単） 

 

② 中心経営体への農地の集積等の促進 

   ●(当初)「農業委員会指導費」 （担い手・農地対策課 １４０，４５８千円） 

    内容：市町村農業委員会や県農業委員会ネットワーク機構の運営や事業に対し助成する。 

        ・「農業委員会交付金」 （５６，５７２千円） 

         市町村農業委員会の運営に要する経費に対し助成する。 

          交付先  市町村 

          交付率  定額 

        ・「農業委員会ネットワーク機構補助金」 （２４，５１８千円） 

         県農業会議が県農業委員会ネットワーク機構として行う市町村農業委員の資質向

上のための事務等に対し助成する。 

          補助先  県農業委員会ネットワーク機構 

          補助率  定額 

        ・「農地中間管理機構集積支援事業交付金（農業委員会）」 （１９，６７５千円） 

         市町村農業委員会が行う荒廃農地所有者との相談活動等、農地集積に向けた活動

に対し助成する。 

          交付先  市町村 

          交付率  定額 

        ・「農地中間管理機構集積支援事業交付金（農業委員会ネットワーク機構）」  

（８，０００千円） 

          交付先  農業委員会ネットワーク機構 

          交付率  定額 

        ・「農地利用最適化交付金」 （３１，６９３千円） 

         市町村農業委員等が行う新規参入者への農地のあっせんや遊休農地の所有者との

相談活動等、農地利用の最適化に向けた活動に対し助成する。 

          交付先  市町村 

          交付率  定額 
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●(当初)「農地中間管理事業費」 （担い手・農地対策課 ９１，３０２千円） 

        内容：農業者等から農地を借り受け、地域の中心となる経営体等へ貸し付ける取り組みを推

進する。 

・「農地中間管理機構事業推進費補助金」 （７４，９５１千円） 

補助先  県農地中間管理機構 

                      内 容  農地中間管理機構の運営等 

補助率  10/10 （国 7/10 県 3/10） 

           ・「機構借受農地管理事業費補助金」 （１３，４０５千円） 

                      補助先  県農地中間管理機構 

                      内 容  農地中間管理機構の保有する中間保有農地の管理等 

補助率  10/10 （国 9/10 県 1/10） 

        ・「農地中間管理事務費等」 （２，９４６千円） 

 

●(当初)「機構集積協力金交付事業費補助金」 （担い手・農地対策課 ２５，１８５千円） 

        内容：中心経営体等への農地集積を図るため、機構へ農地を貸し付ける地域、農業者等に対

して地域集積協力金等を支払う市町村に対し交付する。 

         補助先  市町村 

                  補助率  定額 

 

 

（３）地域を支える多様な担い手の確保・育成 

 

① シニア世代等の就農促進 

    ●(当初)「シニア世代就農促進事業費補助金」 （担い手・農地対策課 ２，９４８千円） 

    内容：新規就農者を確保するため、県内外のシニア世代を対象とした農業技術研修等の取り

組みに対し助成する。 

         補助先  （公財）県農業振興公社 

         補助率  10/10（県単） 

   

●(当初)「農業大学校費」 （農業技術課 ７０，７５８千円）P２再掲 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

     

② 障害者の農業分野での就労促進 

●(当初)「次世代型農福連携パワーアップ事業費」 

（農村振興課（障害福祉課） １３，６１１千円） 

    内容：障害者の経済自立を支援するため、障害者の農業分野への就労を促進する取り組みを

行う。 

 ・「農福連携マッチング事業費」 （７，６０９千円） 

              内容：県農福連携推進センターを設置し、農業経営者と障害者就労施設等のマッ

チングを行う。 

      ・新「農福連携商品ブランド化支援事業費」 （３，００２千円） 

       内容：地域農福連携推進協議会の設置、インターネット販売の支援 

           ・「農福連携推進事業費補助金」 （３，０００千円） 

                      補助先  社会福祉法人等 

           補助率  定額（県単） 

 

   ●(当初)「農福連携促進事業費」 （農村振興課 １，６００千円） 

    内容：農業の担い手を確保するとともに障害者の就労を促進するため、PR 動画の作成や農

業体験環境の整備などを行う。 
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③ 若手女性リーダーの育成 

●(当初)「農村女性活動推進支援事業費」 （農業技術課 ２，０４５千円） 

    内容：農業・農村の活性化を図るため、セミナーや県外視察研修の開催、農村女性交流会等

への派遣を支援し地域農業の指導的役割を担う女性リーダーを育成する。  

 

④ 地域の農業を支える農業者組織等の育成 

●(当初)「農村青少年組織育成事業費」 （農業技術課 ３２４千円） 

 内容：県青年農業士及び県指導農業士を認定するとともに、認定後の自主的組織活動を支

援する。 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 
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 ２ 農業生産の効率化、農産物の高品質化 

 

（１）スマート農業の推進 

 

① 農業におけるビッグデータの蓄積・活用 

   ●(当初)「AI を活用した病害虫診断技術の開発試験費」 （農業技術課 １，０００千円） 

内容：病害虫診断に不慣れな新規就農者でも容易に病害虫を判断し、迅速な対応ができるよ

う AI を活用した病害虫診断の基礎的なシステムを開発する。  

 

●(当初)「シャインマスカット栽培プラットフォーム実証事業費」 

（農業技術課 ３，２４１千円） 

内容：加温栽培において、高糖度で高品質なシャインマスカットの安定生産を実現する体系

を明らかにし、栽培管理マニュアルを作成する。 

 

●(当初)「一般試験費」 （農業技術課 ２０，７４０千円のうち一部） 

    内容：高品質なワインの原料となるブドウの安定生産技術を確立するため、気象条件が醸造

用ブドウの作柄に及ぼす影響を検討する。  

 

② ＩｏＴ、ＩＣＴ等の先端技術を活用した農業の普及促進 

   ●(当初)「やまなしスマート農業推進事業費補助金」 （農業技術課 ６１９千円） 

       内容：省力化・低コスト化・高品質化による生産性の向上を図るため、IoT や AI 等を活用し

たスマート農業の普及に向けた取り組みを行う。 

         補助先  やまなし果樹地域スマート農業推進協議会 

         内 容  協議会の開催、スマート農業実証等 

         補助率  定額 

 

   ●(当初)「やまなしスマート農業実装事業費補助金」 （農業技術課 ６，０００千円） 

       内容：省力化・低コスト化・高品質化による生産性の向上を図るため、意欲ある農業者等が

生産現場で行う先進技術の実証に対し助成する。 

         補助先  農業者等 

         補助率  1/2（県単） 

 

●(当初)「シャインマスカット栽培プラットフォーム実証事業費」 

（農業技術課 ３，２４１千円）P７再掲 

 

●(当初)「ICT を利用した施設土耕トマトの高収益栽培技術試験費」 

（農業技術課 １，４３２千円） 

 内容：施設土耕トマトにおいて ICT を利用し、高収益な新たな作型の安定生産技術を確立し、

マニュアル化を行う。 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」 （農村振興課 ４０，０００千円） 

 内容：本県農業の更なる発展のため、スマート農業や環境に配慮した農業等の取り組みに 

対し助成する。 

      補助先  市町村 

      内 容  CO2 削減、気候変動への対応、スマート農業の導入等 

      補助率  １/２（県単） 
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（２）環境にやさしい農業の推進 

 

① 有機農業の推進 

●(当初)「有機質資材による持続可能な農業技術の確立試験費」 

（農業技術課 １，９９８千円） 

 内容：不明確な点が多い有機質資材の特性について栽培実証により数値化し、農家が選択

しやすい環境を整備する。 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円） 

 内容：産地の活性化を図るため、新しい栽培技術等を導入し、現地実証を行う。 

 

●(当初)新「環境にやさしい農業推進事業費」 （農業技術課 ３，０８２千円） 

 内容：環境への負荷低減や生物多様性の保全を図るため「環境保全型農業」や「有機農業」

を定着させる取り組みを推進する。 

 

② 環境に配慮した農業の推進 

●(当初)「環境保全型農業直接支払補助金」 （農業技術課 １９，７２２千円） 

        内容：化学肥料・化学合成農薬の低減を推進するため、農業者等が行う低減栽培の取り組み

を支援する。 

         補助先  市町村 

         補助率  3/4（国 2/4 県 1/4） 

 

●(当初)「本県の野菜栽培における生分解マルチの適用性検証試験費」 

（農業技術課 ２，１９４千円） 

  内容：使用後にすき込むことができ省力的で、廃棄による環境負担を削減できる生分解性マ

ルチについて、県内の主要な野菜品目に対する適用性を明らかにする。 

 

●(当初)新「環境にやさしい農業推進事業費」 （農業技術課 ３，０８２千円）P８再掲 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 

●(当初)「畜産環境総合対策事業費」 （畜産課 ５８５千円） 

  内容：家畜排せつ物等の適正管理を促進し、高品質な堆肥生産に向けての技術支援を行うと

ともに、耕畜連携体制の整備を推進する。 

 

●(当初)新「４パーミルイニシアチブ農産物ブランド強化事業費」 

（販売・輸出支援課 ８，７７５千円） 

  内容：県産果実の更なるブランド力の向上を図るため、土壌への炭素貯留により二酸化炭素

の排出量を抑制する４パーミルイニシアチブの普及に向けた取り組みを行う。 

 

●(当初)「農業用廃プラスチック処理対策費負担金」 

（果樹・６次産業振興課 １，５０２千円） 

  内容：農業生産現場から排出される農業用廃プラスチックの適正な処理を推進するため、（公

社）山梨県農業用廃プラスチック処理センターの運営費の一部を負担する。 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」 （農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 
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③ 再生可能エネルギーを活用した農業の普及促進等 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」（農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 

 

（３）異常気象への対応 

 

① 地球温暖化に適応した品目・品種、栽培技術の開発・普及 
●(当初)「土壌管理等による果実安定生産技術の確立試験費」 （農業技術課 ７３６千円） 

内容：土壌環境の実態を把握することにより生理障害の発生要因を明らかにし、土壌環境の

実態を把握し、安定生産技術を確立する。 

 

●(当初)「着色系オリジナル品種の育成試験費」 （農業技術課 １，４６４千円） 

内容：種なしで食べやすく大粒かつ着色良好なブドウのオリジナル品種を開発する。 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 

●(当初)「暑熱時における卵重増加のための栄養調整技術の開発試験費」 

（畜産課 ２，２５０千円） 

    内容：暑熱時の産卵低下や卵殻強度の悪化を防ぐとともに卵重を増加させるための飼料調整

技術を開発する。 

 

●(当初)「暑熱時における母豚の繁殖改善技術の開発試験費」 （畜産課 １，１９６千円） 

    内容：暑熱時に、母豚へのファインバブル水や抗酸化資材の給与による繁殖改善技術を開発

する。 

 

●(当初)「大家畜試験費」 （畜産課 ５，７２９千円のうち一部） 

    内容：県内の主要牧草を対象に、本県の気候条件に適した高水分サイレージ調整技術を確立

する。 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」 （農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

 

 

② 農業保険制度への加入促進 
●(当初)「組合等指導費」 （農政総務課 ３００千円） 

 内容：農業保険制度の適正かつ円滑な事業運営を図るため、調査の実施及び農業共済団体に

対する指導を行う。 

 

 
（４）支援体制の強化 

 

① 試験研究機関の機能強化 

●(当初)臨「総合農業技術センター再整備事業費」 （農業技術課 ５２６，７６０千円） 

内容：老朽化した施設の耐震化と ICT やビッグデータの活用など新たな試験研究課題への対

応の充実を図るため、総合農業技術センターの建て替えを行う。 
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●(当初)臨「新品種早期産地化基盤強化事業費」 （農業技術課 ７８，２０３千円） 

 内容：県オリジナル果樹品種の開発期間の短縮し早期産地化を図るため、果樹試験場内に育

種に必要な施設を整備する。 

 

② 地域普及センターとＪＡの営農指導員との連携強化 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

③ 農作業安全対策の推進 

●(当初)「農作業安全対策強化事業費」 （農業技術課 ６７３千円） 

        内容：農作業事故の未然防止を強化するため、農業者に対し効果的な啓発を行う。 

        事業内容  研修会の開催、啓発ポスターの作成 

 

●(当初)「GAP 推進事業費」 （農業技術課 １，５１７千円） 

        内容：安全・安心な農産物を生産し、産地競争力の強化を図るため、GAP の普及に向けた取

り組みを行う。 

・「やまなし GAP 等推進事業費」 （１，０７５千円） 

事業内容  推進会議、認証審査会の設置、フォーラムの開催 

・「国際水準 GAP 認証取得支援推進費」 （４４２千円） 

事業内容  農業教育機関の認証取得審査受審等 
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３ 品目別の生産振興策 

 

（１）果樹 

 

① 優良品種の開発・普及 

●(当初)「一般試験費」 （農業技術課 ２０，７４０千円のうち一部） 

内容：生食用及び醸造用ブドウ、モモ、スモモ、オウトウのオリジナル品種等を育成する。  

 

●(当初)「着色系オリジナル品種の育成試験費」 （農業技術課 １，４６４千円）Ｐ９再掲 

 

●(当初)「赤系ぶどう早期産地化推進事業費」 （果樹・６次産業振興課 ３，９１８千円） 

内容：シャインマスカットの特性を引き継ぐ県オリジナル品種のぶどう「甲斐ベリー７」の

早期産地化を図るため、苗木の生産体制を拡大する。 

 

●(当初)「職務発明推進費」 （農業技術課 １，００５千円） 

内容：職務発明に係る種苗登録料及び特許料等を支払い、知的財産権を保護する。 

 

●(当初)「県産ブランド果実海外品種登録推進事業費」 （農業技術課 １６，８５２千円） 

内容：県オリジナル品種の海外への流出を防止し、本県ブランド果実の保護を図るため、中

国・韓国での品種登録等を行う。 

 

●(当初)「県オリジナル品種産地確立事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 １，５７１千円） 

内容：オリジナル品種の産地確立を図るため、その普及とブランド化に向けた取り組みに対

し助成する。 

     補助先  県オリジナル品種ブランド化推進会議 

     補助率  1/2（県単） 

    

●(当初)「民間育種選抜支援事業費補助金」 （果樹・６次産業振興課 ５００千円） 

内容：民間で育種選抜された優良系統の品種登録を支援する。 

     補助先  （公社）山梨県果樹園芸会 

         補助率  1/2（県単） 

 

●(当初)「ぶどうウイルスフリー苗供給対策事業費」 

（果樹・６次産業振興課 ６，１１７千円） 

内容：ブドウの高品質化に向けて、原母樹園の管理やウイルス検定等を行う。 

 

 
② 高品質化、省力化・低コスト化に向けた技術の開発・普及 

      ●(当初)「「シャインマスカット」の短梢栽培における多収・早期成園化技術の確立試験費」 

（農業技術課 ３，１３７千円） 

        内容：既存樹の樹形改造による増収や、省力技術を利用した、高品質で多収が可能な栽培技

術を開発するとともに、早期に成園化が可能な技術を確立する。 

 

  ●(当初)「土壌管理等による果実生産安定技術の確立試験費」 

   （農業技術課 ７３６千円）P９再掲 

 

  ●(当初)「一般試験費」 （農業技術課 ２０，７４０千円のうち一部）P７再掲 

 
●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 
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③ やまなしブランド果実の生産拡大、出荷体制の強化 
●(当初)「県オリジナル品種産地確立事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 １，５７１千円）Ｐ１１再掲 
 
●(R２.２補)「やまなし産地生産基盤パワーアップ事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 １８，３６８千円） 
内容：農産物の産地競争力の強化を図るため、高収益化や低コスト化に向けた取り組みに対

し助成する。 
         補助先  市町村 
         実施主体 農業者 
         内 容  簡易雨よけ用資材等の導入 

      補助率  1/2 
 
●(R２.11 補)臨「モモ共同選果場感染症予防対策支援事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 ４２，５９５千円） 
   内容：モモ共同選果場における新型コロナウイルス感染リスクを低減し、安定した出荷体制

を確保するため、農協が行う空調施設の整備に対し助成する。 
       補助先  市町村 

        補助率  1/2 
 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 
 
④ ワイナリーの需要に対応した醸造用ぶどうの生産拡大 

●(当初)「ワイン産地確立推進事業費」 （果樹・６次産業振興課 １２，３１３千円） 
        内容：世界に通用するワイン産地の確立を図るため、醸造用ぶどうの高品質化と生産拡大を

図る。 
・「優良系統選抜・供給事業費」 （１，４２７千円） 
 内容：本県の気候にあう高品質な醸造用ぶどうの特性を把握し選抜を行う。 
・「栽培技術確立事業費」 （４，１２３千円） 
 内容：原料ぶどうの品質向上のため省力的な安定生産技術を確立する。 
・「早期成園化・省力化技術開発費」 （１，６１３千円） 
 内容：果樹試験場明野ほ場において、早期成園化と省力化の技術開発を行う。 
・「醸造用甲州ぶどう産地育成強化事業費補助金」 （５，１５０千円） 
   補助先 醸造用ぶどう安定取引推進会議 
   補助率 定額（県単） 
 

●(当初)「やまなし産地生産基盤パワーアップ事業費補助金」 
（果樹・６次産業振興課 １７，３４３千円） 

内容：農産物の産地競争力の強化を図るため、高収益化や低コスト化に向けた取り組みに対
し助成する。 

         補助先  市町村 
         実施主体 農業者 
         内 容  リース方式による農業機械の導入等 

      補助率  1/2 
 
●(当初)「県奨励品種等種苗供給対策事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 ３，７３２千円） 
        内容：果樹産地の維持・拡大を図るため、民間による供給が不十分な種苗を生産する取り

組みに対し助成する。 
         対象品種  醸造用甲州 
         補助先   （公財）県農業振興公社 
         補助率   10/10（県単） 
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（２）野菜 

 

① 主要野菜産地の強化 

●(当初)「野菜指定産地等振興費」 （果樹・６次産業振興課 １，１６８千円） 

内容：野菜共進会における表彰により、生産者の意欲の向上を図るとともに、優良事例の普

及を図る。 

 

●(当初)「野菜生産出荷安定対策費」 （果樹・６次産業振興課 ２９，６１０千円） 

        内容：野菜生産出荷安定法等に基づき価格差補給金を交付するための資金を造成する。 

・「野菜生産出荷安定資金造成事業費補助金」 （２６，６３０千円） 

   補助先 （公社）県青果物経営安定基金協会 

   補助率 10/10（県単） 

・「野菜価格安定事業費補助金」 （２，９８０千円） 

   補助先 （公社）県青果物経営安定基金協会 

   補助率 1/3、1/4、2/3（県単） 

 
② 高品質化、省力化・低コスト化技術等の開発・普及 

●(当初)「栽培等試験費」 （農業技術課 １３，２９２千円のうち一部） 

  内容：高品質なナスの生産が可能な側枝更新せん定栽培法を改良し、より省力的な栽培方法

を開発する。 

 

●(当初)「夏秋トマトの簡易雨除け栽培における裂果抑制技術の確立試験費」 

（農業技術課 １，６２５千円） 

  内容：生産現場で問題となっている夏秋トマトの裂果を抑制し、秀品の収量を向上させる技

術を確立する。 

 
●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲    

 
●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」 （農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

 
 
③ 地域特性を生かした特産野菜の生産・販路の拡大 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 

●(当初)「新品目チャレンジ栽培実証事業費」 （果樹・６次産業振興課 １，８００千円） 

    内容：農業者の所得向上を図るため、意欲ある生産者と協働して産地化や有利販売が期待で

きる新たな品目の実証栽培を行う。 

 

 

（３）水稲等 
 

① 所得の安定に向けた技術の実証・普及等 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 
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●(当初)「主要作物等試験費」 （農業技術課 ３，７６０千円のうち一部） 

内容：普通作物の本県に適応性の高い優良品種の選定と原種を生産する。 

 

② 水田のフル活用の推進 
●(当初)「経営所得安定対策推進事業費補助金」 （食糧花き水産課 ５０，８９０千円） 

内容：農業者等に対する経営所得安定対策制度の周知や加入促進を図るとともに、作付確認

等に必要な経費について助成する。 

  補助先  山梨県水田畑作農業再生協議会、市町村 

  補助率  10/10（国補） 

 

●(当初)「活力ある水田農業支援事業費補助金」 （食糧花き水産課 ４５，０００千円） 

内容：各産地が実施する転作作物、加工用米等の栽培等の取り組みに対し助成する。 

     補助先  市町村 

     補助率  1/2、２/５（県単） 

 

③ 原料用酒米の産地化の推進 

●(当初)「活力ある水田農業支援事業費補助金」 

（食糧花き水産課 ４５，０００千円）Ｐ１４再掲 

   

 ●(当初)「主要作物等試験費」 （農業技術課 ３，７６０千円のうちの一部）P１４再掲 

 

④ 米穀の需給調整の推進 

●(当初)「経営所得安定対策推進事業費補助金」 

（食糧花き水産課 ５０，８９０千円）Ｐ１４再掲 

 

●(当初)「水田情報活用地域支援事業費補助金」 （食糧花き水産課 １，８８３千円） 

    内容：米の需給調整のため、農業者データや水田面積等の把握に必要な水田情報システムの

運用管理等に対し助成する。 

         補助先  県農業協同組合中央会 

         補助率  定額（県単） 

 

 

（４）花き 

 

① オリジナル花きの開発・育成・生産の拡大 

●(当初)「花き振興促進事業費」 （食糧花き水産課 ６，５４９千円） 

    内容：研修会及び新品種等展示会の開催や優良種苗を生産・供給する。 

 

●(当初)「栽培試験費（ピラミッドアジサイの新品種育成試験費）」 

（農業技術課 ８９３千円） 

    内容：短期栽培技術が定着しているピラミッドアジサイにおいて、他産地との差別化を図

るため、本県独自のオリジナル品種を育成する。 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 
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② 高品質化、省力化・低コスト化に向けた技術の開発・普及 

   ●(当初)「栽培等試験費」 （農業技術課 １３，２９２千円のうちの一部） 

    内容：コチョウランの光条件の改善により効率的生産技術を確立する。また、花壇苗につい

て、地域に合った品目・品種の選定、長期連続開花、管理省力化技術の確立、飾花に

適した仕立て及び新たな飾花方法の検討、飾花マニュアルの作成を行う。 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「地域適応型新技術等実証事業費」 （農業技術課 ２，０７５千円）P８再掲 

 
   ●(当初)「やまなしの花総合振興対策費」 （食糧花き水産課 ２８２千円） 

    内容：県産花きの需要拡大を図るため、花き農家の新商品開発の取り組みに対し支援する。 

 

●(当初)「花き振興促進事業費」 （食糧花き水産課 ６，５４９千円）Ｐ１４再掲 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

 

③ 県産花きの PR と販路拡大 

●(当初)「やまなしの花総合振興対策費」 （食糧花き水産課 ２８２千円）Ｐ１５再掲 

 

●(当初)「やまなしの花総合振興対策費」 （販売・輸出支援課 ２，５６５千円） 

    内容：県産花きの需要拡大を図るため、販路開拓の取り組みに対し支援する。 

 

●(当初)「フラワーセンター管理費」 （食糧花き水産課 ２，０００千円） 

    内容：花と親しむ場を提供するフラワーセンターの機能を維持するため、施設の修繕等を行

う。 

 
 
（５）畜産 

 

① 食肉のブランド力の強化と畜産農家の経営安定 

   ●(当初)「受精卵供給促進事業費」 （畜産課 １０，４９３千円） 

    内容：高品質牛の生産を促進するため、受精卵移植技術を活用し、牛の受精卵を農家に提供

する。 

 

●(当初)「乳用牛改良推進事業費」 （畜産課 １８，４５０千円） 

    内容：乳用牛の能力の向上を図るため、雌牛の改良や牛群検定を実施する。 

        ・「優良乳用供卵牛選抜事業費」 （１７，２４１千円） 

        ・「乳用牛群検定普及定着化事業委託料」 （２５６千円） 

委託先 県酪農業協同組合 

        ・「乳用牛検定普及推進事業費補助金」 （９５３千円） 

補助先 県乳用牛群検定組合 

補助率 422/1000、10/10（県単） 

 

●(当初)「肉用牛改良推進事業費」 （畜産課 ８１８千円） 

    内容：県産肉用牛の改良増殖を推進するため、遺伝的データに基づく和牛の効率的な生産を

推進する。 

        ・「高品質和牛倍増プラン推進事業委託料」 （４７０千円） 

           委託先 県家畜改良協会 

        ・「高品質和牛倍増プラン推進事務費」 （３４８千円） 
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●(当初)「県立牧場管理費」 （畜産課 ２３５，４１６千円） 

    内容：農家の乳用牛、肉用牛の周年預託管理並びに県有牛の優良子牛の生産と肉用牛農家へ

の供給を行う。 

・「県立牧場管理業務委託料」 （１９４，０２９千円） 

                  内容：農家の乳用牛、肉用牛の周年預託管理等を行う県立八ヶ岳牧場の運営・管

理を指定管理者に委託する。 

             委託先  （公財）県子牛育成協会 

        ・「県立牧場施設管理運営費」 （４１，３８７千円） 

         内容：施設の修繕や恩賜県有林借地料等 

 

●(当初)「豚の改良増殖費」 （畜産課 １３，７１０千円） 

        内容：豚の品種の維持と増殖、「系統豚フジザクラ（ランドレース種）」の開放型育種によ

る改良を行う。 

        ・「品種維持・増殖経費」 （３，３５６千円） 

         内容：雄系としての利用を図るための大ヨークシャー種、デュロック種の維持と

増殖を行い、農家への種豚及び精液を供給する。 

         ・「フジザクラ開放型育種改良事業費」 （１０，３５４千円） 

         内容：系統豚「フジザクラ」に血縁の離れた優良なランドレース種を交配し、雌

系種豚としての能力を高める改良を行い、優良な種豚を農家に供給する。 

 

   ●(当初)「新銘柄豚生産拡大促進事業費」 （畜産課 ２３，９７３千円） 

        内容：アイオワ州等から導入した基礎豚をもとに、本県が開発した優良種豚「フジザクラ DB」

の維持と農家への供給を行う。 

 

   ●(当初)「鶏の改良増殖費」 （畜産課 １０，９９４千円） 

    内容：甲州地どり等銘柄鶏の普及を推進するため、種鶏の維持と増殖を行う。 

 

●(当初)「フェスタまきば開催費補助金」 （畜産課 １，２１４千円） 

    内容：県立まきば公園で開催されるフェスタまきばの運営に対し助成する。 

        補助先  フェスタまきば実行委員会 

        補助率  定額（県単） 

 

●(当初)「畜産総合対策推進指導事業費」 （畜産課 １０，７２８千円） 

    内容：畜産経営の安定を図るため、専門家による経営・生産技術の指導や、情報提供を行う。 

 

●(当初)「肉用子牛価格安定対策事業費」 （畜産課 ８８１千円） 

        内容：肉用子牛の価格が保証基準価格を下回った場合に、生産者積立金から生産者補給金を

交付する。 

 

      ●(当初)「畜産経営体質強化事業費」 （畜産課 ７８１千円） 

        内容：畜産経営の改善を図るため、長期低利資金の利子補給と経営指導体制の整備を行う。 

 

●(当初)「甲州牛増産のための集約的採卵プログラムの確立試験費」 

    （畜産課 １，８７８千円） 

内容：甲州牛の生産拡大を図るため、採卵後の分娩間隔等を短縮し、子牛生産と受精卵生産

を両立させる技術を確立する。 

 
② ブランド化・高付加価値化・低コスト化等に向けた技術の開発・普及 

●(当初)「家畜衛生技術指導事業費」 （畜産課 １，９５７千円） 

    内容：畜産農家の経営改善と安定を図るため、家畜衛生技術の普及、飼養衛生管理基準の遵

守指導を行う。 
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   ●(当初)「大家畜試験費」 （畜産課 ５，７２９千円のうち一部） 

    内容：高糖分草種の混播や添加剤の使用の効果を調査し、本県の気候条件に適した高水

分サイレージ調整技術を確立する。 

 

   ●(当初)「飼料関係対策事業費」 （畜産課 ３，１９５千円） 

    内容：飼料自給率の向上及び飼料の安全性の確保を推進するため、自給飼料の生産技術

の開発、普及を行うとともに、飼料の検査や適正な使用の指導等を行う。 

 

   ●(当初)「やまなしエコフィード利用促進事業費」 （畜産課 ５０千円） 

    内容：畜産経営の安定化と循環型社会の構築を図るため、食品残さを飼料として有効利

用する取り組みを促進する。 

 

   ●(当初)「中小家畜試験費」 （畜産課 ８，９２０千円のうち一部） 

    内容：飼料の栄養調整等により、無駄な脂肪蓄積を抑制し、肉質の柔らかく保水性の高

い消費者に好まれる鶏ムネ肉の飼養技術を開発する。 

 

③ 次世代型畜産の推進 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

    

●(当初)新「アニマルウェルフェアブランド推進事業費」 （畜産課 １，６４２千円） 

    内容：本県独自のアニマルウェルフェア認証制度を創設し、県産畜産物の高付加価値化を

図る。 

 

④ 家畜等の疾病対策と防疫体制の強化 
    ●(当初)「家畜衛生技術指導事業費」 （畜産課 １，９５７千円） Ｐ１６再掲 

 

      ●(当初)「家畜病性鑑定事業費」 （畜産課 ２４，５１５千円） 

        内容：疾病による損耗を防止するため、病理、細菌、ウイルス、生化学検査による不明疾病

の解明及び早期診断を行う。また、ＢＳＥの発生予防及びまん延防止のために死亡牛

検査を行う。 

        ・「不明疾病の解明事業費」 （５，１９２千円） 

        ・「動物用医薬品危機管理対策事業費」 （１９９千円） 

        ・「死亡牛ＢＳＥ全頭検査事業費」 （９，２１８千円） 

        ・「家畜病性鑑定推進費等」 （９，９０６千円） 

 

      ●(当初)「家畜伝染病予防費」 （畜産課 ２７，９２０千円） 

    内容：家畜伝染病の予防、まん延防止のため、家畜伝染病予防法に基づく検査を行う。高病

原性鳥インフルエンザ発生予防のためのモニタリング検査を行う。CSF のまん延を防

止するため、飼養豚等へのワクチン接種や野生イノシシのサーベイランスを行う。 

        ・「監視伝染病等検査事業費」 （５，１１３千円） 

        ・「高病原性鳥インフルエンザ等監視体制強化対策事業費」 （３，６３３千円） 

        ・「家畜衛生対策推進費」 （１０９千円） 

・「ＣＳＦ防疫対策事業費」 （１９，０６５千円） 

 

   ●(当初)「自衛防疫強化総合対策事業費」 （畜産課 １，６８６千円） 

        内容：家畜伝染病に対する畜産農家の組織的な自主防衛と、安全で高品質な畜産物の生産を

推進する。 

        ・「特定疾病損耗防止推進対策事業費」 （５０１千円） 

         内容：農家が自発的に疾病の発生予防ができるように環境と整え、伝染性疾病の

発生を防止することにより家畜伝染性疾病による損耗を防止する。 
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・「自衛防疫強化総合対策事業費補助金」 （１，１８５千円） 

         内容：伝染病の発生予防のため、農家自らが取り組むワクチン接種等に対し助成

する。 

             事業主体    （公社）県畜産協会 

                       補助率      定額、1/3（県単） 

 

 
（６）水産 

 

① 養殖技術の開発と種苗の供給、遊漁の推進 

   ●(当初)「魚苗生産事業費」 （食糧花き水産課 ５２，０８１千円） 

内容：県内の養殖業者及び漁業協同組合に養殖用・放流用魚苗を供給し、内水面漁業の振興

を図る。 

 

●(当初)「内水面利用啓発事業費補助金」 （食糧花き水産課 ３５０千円） 

    内容：県内漁場の利用者に対し、水産生物資源の保全、適正な利用、環境保全等に関する普    

及啓発を図る。 

               補助先  県漁業協同組合連合会 

         補助率  1/4（県単）（別に全国内水面漁業協同組合連合会から 2/4） 

 

●(当初)「試験指導費」 （食糧花き水産課 １０，１８０千円） 

    内容：水産に関する調査、試験、研究及び増養殖に係る漁協・養殖業者を指導する。また、

天然色素を用いたワカサギ耳石標識技術の開発試験等を行う。 

 

●(当初)「コクチバス被害防止対策事業費」 （食糧花き水産課 １，１４０千円） 

    内容：琴川ダムにおけるコクチバスの定着と河川等への被害拡大を防止するため、駆除の取

り組みに対し助成する。 

        ・「コクチバス被害拡大防止対策事業費補助金」 （８５６千円） 

補助先  県漁業協同組合連合会 

 補助率  1/2 

        ・技術指導費 （２８４千円） 

 

② ブランド魚の養殖技術の確立・普及と販路拡大 

●(当初)「「富士の介」PR 事業費」 （販売・輸出支援課 ７７５千円） 

内容：水産技術センターで開発した「富士の介」を本県のブランド魚として販売するため、

小売店等での PR を行う。 

    ・新ロゴシールの作成等 

 

●(当初)「試験指導費」 （食糧花き水産課 １０，１８０千円）Ｐ１８再掲 

 

 

③ 新規参入養殖業者等への支援 
●(当初)「試験指導費」 （食糧花き水産課 １０，１８０千円）Ｐ１８再掲 

 
●(当初)「魚苗生産事業費」 （食糧花き水産課 ５２，０８１千円）P１８再掲 
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（７）地域特産物 

 

① 茶の高品質化、販路の拡大 

●(当初) 「茶産地育成推進事業費補助金」 （食糧花き水産課 ４８７千円） 

 内容：県産茶の品質向上に向けた栽培技術の改善や販路拡大を図るための活動に補助する。 

         補助先  県茶振興協議会 

         補助率  1/2（県単） 

 

② ジビエ等の活用の推進 

●(当初)「ニホンジカ有効活用推進事業費」 

（販売・輸出支援課 １，２３０千円、畜産課 ２，３６２千円） 

内容：捕獲したニホンジカの有効活用を図るため、シカ肉のブランド化と消費拡大に向けた

取り組みを行う。 

    ・新ジビエ料理コンテストの開催 

    ・新「キャンプでジビエ」の実施等 

    ・新スマート捕獲機器の導入支援 

 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」（農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

 

③ 新たな特産品目の導入と産地化 

●(当初)「新品目チャレンジ栽培実証事業費」 

（果樹・６次産業振興課 １，８００千円）P１３再掲 

     

  ●(当初)「薬用植物生産拡大支援事業費」（食糧花き水産課 ６００千円） 

   内容：本県において栽培の適合性が確認された薬用植物の生産拡大に向け、種苗や生産資材

等の購入に要する経費の一部を助成する。 

        補助先  市町村、ＪＡ、農業法人、農業者組織等 

        補助率  1/2（限度額 ２０万円） 
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４ 販売につながるプロモーション等の展開 

 

（１）海外への販路拡大と販売促進 

 

① 新たな輸出先国の開拓 

      ●(当初)新「県産農畜水産物大使館向けプロモーション事業費」 

（販売・輸出支援課 １，４１９千円） 

       内容：新たな輸出先を開拓するため、駐日外国公館に対しプロモーション活動を実施する。 

 

② 輸出促進に向けた新たな体制づくりと効果的なプロモーション活動の実施 

   ●(当初)「農産物輸出拡大サポート事業費補助金」 （販売・輸出支援課 ９１８千円） 

       内容：香港、台湾等の百貨店におけるフルーツフェアの開催に対する支援等により販路拡大

を図る。 

         補助先  県果実輸出促進協議会 

         補助率  1/2（県単） 

 

●(当初)新「戦略的輸出拡大事業費」 （販売・輸出支援課 ３９，３９８千円） 

       内容：県産農産物の更なる輸出拡大を図るため、アジア諸国において積極的・効果的なプロ

モーション活動等を実施する。 

 
 
（２）国内における販売促進 

 

① 県産農産物等のブランド力の強化 

      ●(当初)新「農畜水産物ブランド強化プロモーション事業費」 

（販売・輸出支援課 ２０，０８４千円） 

    内容：県産農畜水産物の消費拡大及び生産者の所得向上を図るため、SNS を活用した情報発

信等による新たなブランドイメージのプロモーションを行う。 

                 

●(当初)「県産農産物マーケティングリサーチ事業費等」 

（販売・輸出支援課 ２，５９６千円） 

    内容：県産農産物の販売競争力の強化を図るため、市場・流通関係者と意見交換等を行う。 

 

●(当初)「農産物ブランド化支援事業費補助金」 （販売・輸出支援課 １４，０００千円） 

    内容：県オリジナル品種等の周知を通じ、農産物の産地としての本県のイメージアップを図

るため、PR イベント等を実施する。 

         補助先  山梨県農畜産物販売強化対策協議会 

         補助率  1/2（県単） 

 

●(当初)新「４パーミルイニシアチブ農産物ブランド強化事業費」 

（販売・輸出支援課 ８，７７５千円）P８再掲 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 （農村振興課 １０，２０５千円） 

 内容：中山間地農業の活性化を図るため、将来ビジョンの実現に向けた取り組み対し助成

する。 

         補助先  市町村 

         内 容  研修会の開催等 

         補助率  10/10 
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●(当初)「ニホンジカ有効活用推進事業費」 

 （販売・輸出支援課 １，２３０千円、畜産課 ２，３６２千円）Ｐ１９再掲 

 

●(当初)「「富士の介」PR 事業費」 （販売・輸出支援課 ７７５千円）P１８再掲 

 

●(当初)新「アニマルウェルフェアブランド推進事業費」 

（畜産課 １，６４２千円）P１７再掲 

 

 

② 県産農産物の更なる販売促進 

●(当初)「農産物流通販売強化対策事業費補助金」 （販売・輸出支援課 ４，４９２千円） 

    内容：市場・流通、輸出に関する情報収集等を行う農産物インフォメーションセンター・輸

出促進センターの運営に対し助成する。 

 

●(当初)「農産物ブランド化支援事業費補助金」 

（販売・輸出支援課 １４，０００千円）Ｐ２０再掲 

 

●(当初)新「やまなしデイ学校給食推進事業費」 （販売・輸出支援課 ３，０１５千円） 

    内容：県産農畜水産物を県外小中学校等の給食で提供するとともに、オンライン食育授業を

実施する。 

 

   ●(当初)新「やまなし食材消費拡大推進事業費」 （販売・輸出支援課 １４，２５６千円） 

    内容：中央線沿線における県産食材のファンづくりを推進するため、EC サイトへの出店な

ど流通の仕組みづくりを行う。 

 

   ●(当初)新「バイ・ふじのくに物産市開催費」 （販売・輸出支援課 １３，４２０千円） 

    内容：県産農畜水産物の消費拡大及び販路拡大を図るため、静岡県と相互に物産市を開催す

る。 

 

   ●(当初)臨「オンラインもぎ取り体験等普及促進事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 １，９００千円） 

    内容：観光果実園等の経営の安定化を図るため、オンラインもぎ取り体験等の実施に対し

助成する。 

         補助先  農業者 観光事業者等 

         補助率  定額（県単） 
 
 
（３）安全で安心な農産物の生産・供給 

 

① やまなしＧＡＰ等やＨＡＣＣＰ認証取得の促進 

●(当初)「GAP 推進事業費」 （農業技術課 １，５１７千円）Ｐ１０再掲 

 

●(当初)「家畜衛生技術指導事業費」 （畜産課 １，９５７千円） Ｐ１６再掲 

 

●(当初)「食肉等流通合理化推進事業費」 （畜産課 ２，１１７千円） 

 内容：生産者や流通業者に食肉及び鶏卵の生産・出荷に関する情報を提供し、流通の合理化

等を推進する。 

 

●(当初)新「アニマルウェルフェアブランド推進事業費」 

（畜産課 １，６４２千円）P１７再掲 
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② 農薬等の適正使用の推進 

      ●(当初)「病害虫発生予察事業費」 （農業技術課 １，２１０千円） 

        内容：病害虫による被害を最小限度に抑えるため、病害虫の発生時期、量、被害程度等を調

査し発生予察情報を提供する。 

 

●(当初)「防疫推進事業費」 （農業技術課 ２，７２３千円） 

        内容：安全・安心な農産物を供給するため、農薬の安全かつ適正な使用・販売を推進する       

とともに植物防疫事業の総合的な推進と農薬の適正使用の啓発を行う。 

 

●(当初)「農薬飛散防止対策等事業費」 （農業技術課 ８，１８６千円） 

    内容：県産農産物の安全・安心を確保するため、農薬のポジティブリスト制度の対応した飛

散防止指導等を行う。 

・「安全・安心ブランド農産物推進事業費補助金」 （農業技術課 ７，４４８千円） 

 内容：農産物の安全を確保するため、農薬残留基準を超過した農産物の流通防止

にする取り組みに対し助成する。 

補助先  ＪＡ等 

内 容  残留農薬分析等 

補助率  1/2 

        ・「マイナー作物等農薬登録促進事業費」 （農業技術課 ７３８千円） 

         内容：安心して生産に取り組める環境を整備するため、マイナー作物（全国ベー

スの生産量３万トン以下）の病害虫防除に必要な薬剤の調査・選定を行

う。 

 

●(当初)「飼料関係対策事業費」 （畜産課 ３，１９５千円） P１７再掲 

 

●(当初)「家畜衛生技術指導事業費」 （畜産課 １，９５７千円） Ｐ１６再掲 

 

③ 農産加工品の製造工程管理の徹底 

●(当初)「地域食品産業活性化総合推進事業費」 （果樹・６次産業振興課 １３８千円） 

       内容：県産農畜産物を主な原材料として優れた加工食品を認証することにより、食品産業の

振興を図る。 

 
●(当初)「家畜衛生技術指導事業費」 （畜産課 １，９５７千円） Ｐ１６再掲 
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５ 地域の農産物の利用促進 

 

（１）地域資源を活用した６次産業化の促進 

 

① ６次産業化支援体制の強化 

●(当初)「６次産業化ネットワーク活動支援事業費」 

（果樹・６次産業振興課 １０，７８０千円） 

内容：農業者の所得向上と農村地域の活性化などを図るため、支援体制を整備するととも

に、多様な事業者によるネットワークの構築に向けた取り組みを推進する。 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 

② 県産農産物を活用した新たな加工品開発の促進と販売支援 

●(当初)「やまなし６次産業強化促進事業費」（果樹・６次産業振興課 ４，３８３千円） 

 内容：６次産業化による県産農産物の高付加価値化を図るため、加工品の開発や販路拡大の

取り組みを促進する。 

      ・専門家による加工品開発や経営・販売戦略への助言 

     ・商談会への出展支援等 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 
 
（２）地産地消・地産訪消の促進に向けた販売集客拠点の整備等への支援 

 

① 県産農産物の消費拡大と新たなニーズに対応した品目の生産支援 

●(当初)「新品目チャレンジ栽培実証事業費」 

（果樹・６次産業振興課 １，８００千円）P１３再掲 

 

●(当初)「普及指導運営費」 （農業技術課 ８，４９４千円）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「農産物ブランド化支援事業費補助金」 

（販売・輸出支援課 １４，０００千円）Ｐ２０再掲 

 

●(当初)「フェスタまきば開催費補助金」 （畜産課 １，２１４千円）P１６再掲 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 
② 農産物直売所等の施設整備への支援 

●(当初)新「やまなし未来農業応援事業費補助金」 （農村振興課 ４０，０００千円）P７再掲 

 

●(当初)「６次産業化ネットワーク活動支援事業費」 

（果樹・６次産業振興課 １０，７８０千円）Ｐ２３再掲 

 

●(当初)「山村振興等農林漁業対策事業費」 （耕地課 ５，５８５千円） 

        内容：中山間地域の活性化と定住の促進を図るために必要な事業を実施する。 
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 ６ 地域資源を活用した農山村の活性化   

 

（１）他分野と連携した農山村の活性化 

 

① 地域資源を活用した都市農村交流の推進 

   ●(当初)「持続可能な農泊ビジネス推進事業費」 （農村振興課 ２，５００千円） 

    内容：農村地域の活性化と農業者等の所得向上を図るため、農泊の実施に向けた取り組み

を支援する。 

・ビジネスプラン作成のためのセミナー 

        ・情報交換会の開催 

        ・モデルツアーの実施 

 

   ●(当初)「山村振興等農林漁業対策事業費」 （耕地課 ５，５８５千円）P２３再掲 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 

② 農福連携の推進 
●(当初)「次世代型農福連携パワーアップ事業費」 

（農村振興課（障害福祉課） １３，６１１千円）Ｐ６再掲 

 

   ●(当初)「農福連携促進事業費」（農村振興課 １，６００千円）P６再掲 

 

 

（２）農地及び農村景観の保全 

 

① 農業・農村の多面的機能の保全 

   ●(当初)「農地維持・資源向上活動支援事業費補助金」 （農村振興課 ３１6，４８４千円） 

        内容：農業、農村の多面的機能の発揮に向け、その機能を支える活動や農地、水路等の地域

資源の質的向上を図る地域ぐるみの共同活動を支援する。 

         補助先  市町村、推進組織 

         補助率  3/4（国 2/4 県 1/4） 10/10 

 

      ●(当初)「中山間地域等直接支払事業費」（農村振興課 ４１０，４３０千円） 

    内容：中山間地域における耕作放棄地の発生を防止し、農業・農村の持つ多面的機能を確保

するため、直接支払いを実施する。 

        ・「中山間地域等直接支払交付金」（４０７，０００千円） 

         内容：協定に基づき継続的に農業者等が行う農業生産活動等に対し交付する。 

交付先 市町村 

              交付率 3/4（国 2/4 県 1/4） 2/3（国 1/3 県 1/3） 

        ・「中山間地域等直接支払推進交付金」（２，８２０千円） 

         内容：集落や農家に対する説明会の開催、書類確認事務、交付金支払事務等に対

し交付する。 

              交付先 市町村 

              交付率 1/2 

 

●(当初)「中山間ふるさと・水と土保全対策事業費」 

 （耕地課 １０，１１３千円のうち一部）Ｐ３再掲 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 
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② 環境との調和に配慮した基盤整備等の推進 
●(当初)「中山間地域総合整備事業費」 （耕地課 １，９８８，８１９千円） 

内容：中山間地域の農業・農村の活性化を図るため、生産基盤、生活環境基盤を総合的に整
備する。 

対  象  １２地区 

負担区分  国（５５％）、県（３０％） 

 

●(当初)「地域用水環境整備事業費」 （耕地課 ６５，８２０千円） 

    内容：農村地域の恵まれた景観や生態系を保全するため、自然環境に配慮した水路、ため池
などを整備する。  

         対  象  １地区 
         負担区分    国（５０％） 県（２５％） 
 

●(当初・２補)「調査設計事業費」 
（耕地課 当初：８，０５０千円 ２補：５０，０００千円） 

内容：団体営土地改良事業の調査設計を行うために助成する。 
         対 象  ４地区 

 

●(当初)「基盤整備促進事業費」 （耕地課 １３０，４１９千円） 

 内容：市町村等が行う暗渠排水等の農地の整備、老朽施設の更新等の農業水利施設等の整備
など、地域の実態に即したきめ細かな農業生産基盤の整備に助成する。 

      事業主体  市町村、土地改良区等 
 対 象   １５地区 
補助率   国（50、55%） 県（0.5、10%） 

 

●(当初・２補)「農村災害対策整備事業費」 
 （耕地課 当初：３４５，５５５千円 ２補：２７７，６８０千円） 

    内容：災害に対して脆弱な地域で発生する災害から農村住民の生活を守るため、農業用施設
や農村防災施設を整備する。 

             対  象  ３地区 
             負担区分   国（５５％） 県（２9％） 
 

③ 世界農業遺産の認定と保全・活用 
●(当初)「世界農業遺産保全・活用推進事業費」 （農政総務課 ２，２６３千円） 

         内容：世界に類を見ない峡東地域における果樹農業システムを保全し、次世代へ継承するた
めの取り組みを推進する。 

         実施主体 峡東地域世界農業遺産推進協議会 
 
 
（３）鳥獣被害対策の推進 

 
① 野生鳥獣被害対策の推進 
  ●(当初)「鳥獣害防止対策総合実践事業費」 （農業技術課 ４５，９５０千円） 
   内容：野生鳥獣による農作物被害の防止対策を推進する。 
      ・「鳥獣被害防止総合対策事業費補助金」 （４３，９２５千円） 
       内容：市町村が作成する「被害防止計画」に基づく農作物被害の防止対策の取り組

みに係る経費に対し助成する。 
 事業主体  市町村協議会等 
 内 容   捕獲機材の導入、追い払い活動等 
 補助率   1/2、定額 

・「鳥獣害対策指導体制整備事業費」 （１，５９８千円） 
       内容：鳥獣害防止対策集落リーダーの育成と鳥獣害防止技術指導員の資質向上研修

を実施するとともに、鳥獣被害対策専門員を委嘱し集落単位の取り組みを推
進する。 
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●(当初・２補)「畑地帯総合整備事業費」 

（耕地課 当初：１，０９１，５１５千円 ２補：１，５２６，５４０千円） 

        内容：樹園地等の畑地帯において、農業用排水施設・農道、区画整理等の農業生産基盤を総

合的に整備する。 

         対  象  ２０地区 

 負担区分  国（50、55%）  県（25%） 

 

●(当初)「中山間地域総合整備事業費」 （耕地課 １，９８８，８１９千円）Ｐ２５再掲 

 

●(当初)「農地環境整備事業費」 （耕地課 ２５２，３１０千円） 

        内容：耕作放棄等により再生が困難となった農地と、更なる生産性の向上を図る農地の区域

を区分し、優良農地を保全するための基盤整備を総合的に行う。 

         対  象  ３地区 

         負担区分  国（55%） 県（30%） 

 

●(当初・２補)「経営体育成基盤整備事業費」  

（耕地課 当初：１，０１３，６２８千円 ２補：５０，２５０千円） 

    内容：多様な担い手への農地の集積を促進するため、区画整理・農業用用排水路整備・農道

整備など総合的な整備を実施する。 

         対  象  １０地区 

         負担区分  国（50、55%、62.5％） 県（27.5%） 

 

●(当初)「鳥獣害防除事業費補助金」 （耕地課 １２，０００千円） 

    内容：野生鳥獣による果樹、野菜、水稲等の農作物への被害を軽減するための被害防除施設

等の整備に助成する。 

 事業主体  市町村、農業団体等 

補助率   3/10 以内（県単） 

 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 

●(当初)「農地維持・資源向上活動支援事業費補助金」 

（農村振興課 ３１6，４８４千円）P２４再掲 

 

      ●(当初)「中山間地域等直接支払事業費」 （農村振興課 ４１０，４３０千円）P２４再掲 

 

 

② 水産資源の被害防止と保全対策の推進 
●(当初)「カワウ食害防止総合対策事業費」 （食糧花き水産課 ４，８２７千円） 

    内容：カワウによる放流稚魚等の食害防止等を図るため、漁場純会、駆除等の取り組みに対

し助成する。 

        ・「カワウ食害防止総合対策事業費補助金」 （３，９３９千円） 

補助先  県漁業協同組合連合会 

  補助率   1/2 

        ・「カワウ飛来状況調査費等」 （８８８千円） 
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７ 力強い農業を支える基盤整備 
 

（１）成長産業化に向けた基盤整備 

 

① 中心経営体等への農地集約や果樹産地等の基盤整備 
    ●(当初)「機構借受農地整備事業費補助金」 （担い手・農地対策課 ７０，０００千円） 

        内容：農地中間管理機構が借り受けた農地の整備に対し助成する。 

          補助先  市町村、県農地中間管理機構 

          補助率  定額（県単） 

 

 ●(当初)「県営事業計画調査費」 （耕地課 ７８，４００千円） 

       内容：県営土地改良事業実施のための事業計画作成に必要な調査を行う。 

  

 ●(当初)「土地改良事業計画基礎調査費」 （耕地課 ７５０千円） 

  内容：土地改良事業計画策定のための農業水利基本調査等を実施する。 

 

●(当初・２補)「かんがい排水事業費」 

 （耕地課 当初：３４０，０７０千円 ２補：８５，４４０千円） 

       内容：基幹的農業水利施設等を対象に、施設の機能を長期に渡って保全する長寿命化対策

として、補修・補強等を実施する。  

対  象  3 地区 

         負担区分  国（50%） 県（25%） 

 

  ●(当初・２補)「畑地帯総合整備事業費」 

（耕地課 当初：１，０９１，５１５千円 ２補：１，５２６，５４０千円）Ｐ２６再掲 

 

●(当初)「中山間地域総合整備事業費」 （耕地課 １，９８８，８１９千円）Ｐ２５再掲 

 

   ●(当初)「地域用水環境整備事業費」 （耕地課 ６５，８２０千円）Ｐ２５再掲 

 

●(当初)「農地環境整備事業費」 （耕地課 ２５２，３１０千円）Ｐ２６再掲 

 

●(当初・２補)「耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業費」 

（耕地課 当初：１９７，４６０千円 ２補：１７０，５３０千円） 

       内容：耕作放棄地の解消・発生防止を図るため、区画整理・農業用用排水路整備・農道整備

等の農業生産基盤を整備する。 

         対  象  １地区 

負担区分  国（55%） 県（27.5%） 

 

●(当初・２補)「経営体育成基盤整備事業費」  

（耕地課 当初：１，０１３，６２８千円 ２補：５０，２５０千円）P２６再掲 

 

●(当初・２補)「調査設計事業費」 

（耕地課 当初：８，０５０千円 ２補：５０，０００千円）P２５再掲 

 

●(当初)「基盤整備促進事業費」 （耕地課 １３０，４１９千円）P２５再掲 

 

●(当初)「県単土地改良事業費」 （耕地課 ５０，０００千円） 

 内容：県営土地改良施設の応急的な改修や補修等を行う。 
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●(当初)「特産農産物生産支援整備事業費補助金」 （耕地課 ９５，０００千円） 

 内容：特産農産物の品質向上と生産拡大を行うための基盤整備事業の農家負担に対して助

成する。 

       事業主体  市町村、農協、土地改良区等 

       補助率   50％ 

 

●(当初)「広域営農団地農道整備事業費」 （耕地課 ８７，７６０千円） 

 内容：農産物の生産、出荷、流通の合理化を図るとともに農村地域の環境の改善に資するた

め、基幹的な農道を整備する。 

      事業主体   県 

 実施地区数  1 地区 

      負担区分   国（53%） 県（37%） 

 

●(当初)「農村地域活性化農道整備事業費」 （耕地課 ２６３，５２０千円）  

 内容：農村地域において、緊急に対応しなければならない課題に応えて早急に行う必要があ

る農道整備を推進し一体的に実施する。 

          事業主体   県 

          実施地区数  ４地区 

 負担区分   県（70%等） 

 

●(当初)「果樹団地化促進支援事業費補助金」 （耕地課 １０，０００千円）  

 内容：果樹産地における生産性の向上を図るため、ほ場整備時の果樹の伐採や育成等に対し

て助成する。 

      補助先  市町村、土地改良区等 

      補助率  定額（県単） 

 

●(当初)「農地集積基盤整備事業費補助金」 （耕地課 ５０，０００千円）  

 内容：農用地の利用集積を促進するため、集積を行う基盤整備事業の農家負担に対して助成

する。 

      事業主体  市町村、農地中間管理機構等 

      補助率   定額（最大 12.5%）（県単） 

 

② 企業の農業参入に向けた基盤整備 

●(当初)「企業的農業経営推進支援モデル事業費補助金」 

（担い手・農地対策課  ４０，０００千円）  

 内容：企業などの農業参入を促進するため、ほ場や農道などの生産基盤の条件を整備するモ

デル的な取り組みに対して助成する。 

      事業主体  市町村等 

補助率   1/2（県単） 

 

●(当初)「県営事業計画調査費」 （耕地課 ７８，４００千円）Ｐ２７再掲 

 

  ●(当初)「土地改良事業計画基礎調査費」 （耕地課 ７５０千円）P２７再掲 

 

●(当初・２補)「畑地帯総合整備事業費」 

 （耕地課 当初：１，０９１，５１５千円 ２補：１，５２６，５４０千円）Ｐ２６再掲 

 

●(当初)「中山間地域総合整備事業費」 （耕地課 １，９８８，８１９千円）Ｐ２５再掲 

 

●(当初)「農地環境整備事業費」 （耕地課 ２５２，３１０千円）Ｐ２６再掲 
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●(当初・２補)「耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業費」 

（耕地課 当初：１９７，４６０千円 ２補：１７０，５３０千円）P２７再掲 

 

●(当初・２補)「経営体育成基盤整備事業費」 

 （耕地課 当初：１，０１３，６２８千円 ２補：５０，２５０千円）P２６再掲 

 

●(当初・２補)「調査設計事業費」 

（耕地課 ８，０５０千円 ２補：５０，０００千円）P２５再掲 

 

●(当初)「基盤整備促進事業費」 （耕地課 １３０，４１９千円）P２５再掲 

 

●(当初)「県単土地改良事業費」 （耕地課 ５０，０００千円）P２７再掲 

 

●(当初)「特産農産物生産支援整備事業費補助金」 （耕地課 ９５，０００千円）P２８再掲 

 

●(当初)「果樹団地化促進支援事業費補助金」 （耕地課 １０，０００千円）P２８再掲 

 

●(当初)「農地集積基盤整備事業費補助金」 （耕地課 ５０，０００千円）P２８再掲 

  

●(当初)「やまなし産地生産基盤パワーアップ事業費補助金」 

（果樹・６次産業振興課 １７，３４３千円）P１２再掲 

 

（２）災害に強い基盤整備 

 

① 防災・減災に向けた農業用水利施設等の整備 

●(当初)「県営事業計画調査費」 （耕地課 ７８，４００千円）Ｐ２７再掲 

 

  ●(当初)「土地改良事業計画基礎調査費」 （耕地課 ７５０千円）P２７再掲 

 

●(当初)新「防災重点農業用ため池緊急整備事業費」 （耕地課 ６２０，３７０千円）  

 内容：防災重点農業用ため池の受益地における大規模地震及び集中豪雨の被害を未然に防止

するため、必要な防災対策を実施する。 

      事業主体   県 

      実施地区数  １４地区 

 負担区分   国（55%） 県（34%） 

 

●(当初・２補)「農村災害対策整備事業費」 

（耕地課 当初：３４５，５５５千円、２補：２７７，６８０千円）Ｐ２５再掲 

 

●(当初・２補)「地すべり対策事業費」 

（耕地課 当初：１０，９８０千円 ２補：３２，０４０千円） 

内容：地すべり災害の防止や軽減を図るため、地すべり防止施設を整備する。 

事業主体   県 

      実施地区数  １地区 

      負担区分   国（50％） 県（50％） 

 

   ●(当初・２補)「農業用河川工作物等応急対策事業費」 

（耕地課 当初：５４，９００千円 ２補：２１，３６０千円） 

内容：洪水等による災害発生を未然に防止するため、農業用河川工作物の整備、補強等を実

施する。 
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      事業主体   県 

 実施地区数  ２地区 

 負担区分   国（55%） 県（37%） 

   

 ●(当初、２補)「土地改良施設耐震対策事業費」 

（耕地課 当初：１２６，２７０千円 ２補：３２０，４００千円） 

 内容：大規模地震によるため池や農道橋への被害を未然に防止するため、必要な耐震対策を

実施する。 

 実施地区数  ２地区 

 負担区分   国（55%） 県（34、37%） 

 

   ●(当初)「団体営ため池等整備事業費」 （耕地課 ８，４９０千円） 

 内容：農地及び農業用施設等の災害を防止するため、ため池等を整備する。 

 事業主体   市町村 

 実施地区数  1 地区 

      補助率    国（55%） 県（0.5%） 

 

   ●(当初・２補)「たん水防除事業費」  

（耕地課 当初：７６，７９０千円 ２補：４９１，８６４千円） 

内容：農地、農業用施設等の洪水被害を防止するため、排水機、排水樋門、排水路等を整備 

する。 

事業主体   県 

      実施地区数  １地区 

      補助率    国（55％） 県（32％） 

 

   ●(当初)「用排水施設等整備事業費」 （耕地課 ３２，９１０千円） 

    内容：農用地及び農業用施設等の災害を防止するため、用排水施設などを整備する。 

         実施地区数 ３地区 

          

 

② 農業用施設の耐震化・長寿命化の推進 

●(当初)「土地改良施設維持管理費」 （耕地課 １２１，５７４千円）  

 ・「土地改良施設維持管理適正化事業費補助金（６０，０００千円） 

  内容：土地改良施設の機能維持や耐用年数の延長を図るための資金造成に対する助成 

       補助先  県土地改良事業団体連合会 

       補助率  ３0％ 

 ・「国営造成施設管理体制整備促進事業費補助金」 （６１，５７４千円） 

  内容：管理体制整備計画の更新等 

       補助先  笛吹川沿岸土地改良区 

            釜無川右岸土地改良区連合 

       補助率  50％（県 25％、市町村 25％） 

 

●(当初・２補)「かんがい排水事業費」 

（耕地課 当初：３４０，０７０千円 ２補：８５，４４０千円）Ｐ２７再掲 

 

●(当初・２補)「調査設計事業費」 

（耕地課 当初：８，０５０千円 ２補：５０，０００千円）P２５再掲 

 

●(当初)「基盤整備促進事業費」 （耕地課 １３０，４１９千円）P２５再掲 
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●(当初・２補)「国直轄耕地事業費負担金」  

（耕地課 当初：６５，６３７千円 ２補：６，５００千円） 

 内容：国営施設機能保全事業に対する負担金 

      負担期間 平成 24 年度～令和 4 年度 

      負担割合 13％ 

 

●(当初・２補)「農業用河川工作物等応急対策事業費」  

（耕地課 当初：５４，９００千円 ２補：２１，３６０千円）P２９再掲 

 

●(当初・２補)「土地改良施設耐震対策事業費」  

（耕地課 当初：１２６，２７０千円 ２補：３２０，４００千円）P３０再掲 

 

●(当初)「団体営ため池等整備事業費」 （耕地課 ８，４９０千円）P３０再掲 

 

●(当初・２補)「たん水防除事業費」  

（耕地課 当初：７６，７９０千円 ２補：４９１，８６４千円）P３０再掲 

 

●(当初)「用排水施設等整備事業費」 （耕地課 ３２，９１０千円）P３０再掲 

 

 

（３）効果的な荒廃農地対策の推進 

 

① 荒廃農地の発生防止対策の推進 

●(当初)「農業委員会指導費」 （担い手・農地対策課 １４０，４５８千円）P４再掲 

 

●(当初)「農地維持・資源向上活動支援事業費補助金」 

（農村振興課 ３１６，４８４千円）Ｐ２４再掲 

 

●(当初)「中山間地域等直接支払事業費」（農村振興課 ４１０，４３０千円）Ｐ２４再掲 

 

② 荒廃農地の再生の推進 

●(当初)「県営事業計画調査費」 （耕地課 ７８，４００千円）Ｐ２７再掲 

 

●(当初)「土地改良事業計画基礎調査費」 （耕地課 ７５０千円）P２７再掲 

 

●(当初)「中山間地域総合整備事業費」 （耕地課 １，９８８，８１９千円）Ｐ２５再掲 

 

●(当初)「農地環境整備事業費」 （耕地課 ２５２，３１０千円）Ｐ２６再掲 

 

●(当初・２補)「耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業費」 

（耕地課 当初：１９７，４６０千円 ２補：１７０，５３０千円）P２７再掲 

 

●(当初・２補)「経営体育成基盤整備事業費」  

（耕地課 当初：１，０１３，６２８千円 ２補：５０，２５０千円）P２６再掲 

 

●(当初・２補)「調査設計事業費」  

（耕地課 当初：８，０５０千円 ２補：５０，０００千円）P２５再掲 

 

●(当初)「基盤整備促進事業費」 （耕地課 １３０，４１９千円）P２５再掲 
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●(当初)「企業的農業展開支援対策事業費」 

 （担い手・農地対策課 ４，５９２千円）P２再掲 

 

●(当初)「耕作放棄地等再生整備支援事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 ２５，０００千円） 

    内容：優良農地を確保するとともに、農村景観の保全を図るため、耕作放棄地の解消に向

けたほ場整備や農道整備等の取り組みに対し助成する。 

         補助先  市町村 農協 土地改良区等 

         補助率  1/2（県単） 

 

●(当初)「機構借受農地整備事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 ７０，０００千円） Ｐ２７再掲 

 

③ 再生農地の活用の促進 

●(当初)「中山間地農業活性化推進事業費補助金」 

（農村振興課 １０，２０５千円）Ｐ２０再掲 

 

●(当初)「耕作放棄地等再生整備支援事業費補助金」 

（担い手・農地対策課 ２５，０００千円）Ｐ３２再掲 

 

●(当初)「畜産総合対策推進指導事業費」（畜産課 １０，７２８千円）Ｐ１６再掲 



 

 

   

 

補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．１ （生産関係施設） 

事     業     名 

育
苗
施
設 

穀
類
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設 

堆
き
ゅ
う
肥
施
設
・
散
布
機 

動
力
溝
掘
機 

種
苗
増
殖
施
設 

消
毒
用
機
械
・
施
設 

コ
ン
バ
イ
ン 

灌
水
用
施
設 

温
室
等
生
産
施
設 

菌
類
生
産
施
設 

運
搬
機
械 

農
機
具
格
納
庫 

防
風
・
防
霜
施
設 

そ
の
他
栽
培
用
機
械 

種
苗
の
購
入 

ぶ
ど
う
棚
・
醸
造
施
設 

水
産
関
係
施
設 

機
械
・
施
設
リ
ー
ス 

農業用機械・施設整備事業費（担い手・農地対策課） ○ ○ ○   ○ ○  ○   △ ○ ○  ○   

果樹王国やまなし就農支援事業費 

（担い手・農地対策課） 
                 ○ 

やまなしスマート農業実装事業費補助金 

（農業技術課） 
□  □ □  □ □ □ □  □  □ □     

醸造用甲州ぶどう産地育成強化事業費 

（果樹・６次産業振興課） 
              ○ ◇   

やまなし産地生産基盤パワーアップ事業費補助金 

（果樹・６次産業振興課） 
△ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △  △ △ △ △  △ 

活力ある水田農業支援事業費（食糧花き水産課） ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○  ○   ○     

やまなし未来農業応援事業費（農村振興課） ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆     

注）△は補助条件に特に留意する。◇はぶどう棚に限る。□は先進技術の実証に必要な設備等に限る。▽は補強に限る。  
  ☆は CO2 削減、気候変動への対応、スマート農業の導入に向けた取り組みに限る。  

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

   補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．２ （生産施設：畜産関係） 

事     業     名 

飼
料
調
整
施
設 

飼
料
貯
蔵
施
設 

飼
料
収
穫
調
製
機
械 

飼
料
運
搬
車 

放
牧
施
設 

糞
尿
処
理
施
設
・
機
械 

農
機
具
格
納
庫 

堆
き
ゅ
う
肥
施
設 

畜産環境総合対策事業費（畜産課）      ○  ○ 

飼料関係対策事業費（畜産課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
   補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．３ （流通・加工・販売施設） 

事     業     名 

畑
作
物
等
加
工
施
設 

茶
等
特
用
作
物
加
工
施
設 

果
樹
等
加
工
施
設 

畜
産
物
加
工
施
設 

農
畜
産
物
直
売
施
設 

集
出
荷
施
設 

貯
蔵
施
設 

選
別
用
機
械 

特
産
品
開
発 

やまなし産地生産基盤パワーアップ事業費補助金 

（果樹・６次産業振興課） 
○ ○ ○   ○ ○ ○  

活力ある水田農業支援事業費（食糧花き水産課）      ○ ○ ○  

やまなし未来農業応援事業費（農村振興課） ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

   注）☆は CO2 削減、気候変動への対応、スマート農業の導入に向けた取り組みに限る。  

 

 



 

 

  補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．４ （土地基盤整備） 

事     業     名 

用
排
水
路
整
備 

整
地
・
客
土 

水
田
の
ほ
場
整
備 

農
道
の
改
良
・
舗
装 

か
ん
が
い
施
設 

土
壌
・
土
層
改
良 

畑
・
樹
園
地
の
ほ
場
整
備 

暗
渠
排
水 

草
地
・
飼
料
畑
等
の
造
成 

伐
採
・
抜
根
・
改
植 

農
地
の
防
災
対
策
・
保
全 

防
風
施
設 

農
地
の
流
動
化
・
集
団
化 

た
め
池
等
の
整
備 

排
水
機
場
の
設
置 

地
滑
り
の
防
止 

鳥
獣
害
の
防
止 

企業的農業経営推進支援モデル事業費 

（担い手・農地対策課） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○     

耕作放棄地等再生整備支援事業費 

（担い手・農地対策課） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○     

機構借受農地整備事業費（担い手・農地対策課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○      

自給飼料増産促進事業費（畜産課）         ○         

かんがい排水事業費（耕地課） ○    ○             

畑地帯総合整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○   ○ 

広域・基幹などの農道整備事業費（耕地課）    ○              

中山間地域総合整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○  ○ ○  ○   ○ 

農地環境整備事業費（耕地課） ○  ○ ○   ○ ○ ○  ○      ○ 

耕作放棄地解消・発生防止基盤整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○   ○ 

経営体育成基盤整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○   ○ 

基盤整備促進事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○        ○ 

鳥獣害防除事業費（耕地課）                 ○ 

農地集積基盤整備事業費（耕地課）             ○     

特産農産物生産支援整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      

防災重点農業用ため池緊急整備事業費（耕地課） ○          ○   ○    

農村災害対策整備事業費（耕地課） ○          ○   ○  ○  

地すべり対策事業費（耕地課）                ○  

農業用河川工作物等応急対策事業費（耕地課）           ○       

土地改良施設耐震対策事業費（耕地課）              ○    

団体営ため池等整備事業費（耕地課）              ○    

たん水防除事業費（耕地課）               ○   

 



 

 

補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．５ （農村の整備） 

事     業     名 

営
農
飲
雑
用
水
施
設 

体
験
農
園 

農
村
集
落
親
水
・
景
観
保
全 

集
落
防
災
施
設 

研
修
・
交
流
等
施
設 

高
齢
者
活
動
支
援
施
設 

施
設
用
地
整
備 

た
め
池
等
水
辺
環
境
の
整
備 

農
村
集
落
道
整
備 

農
村
集
落
用
排
水
施
設 

生
態
系
の
保
全 

簡
易
給
水
・
排
水
施
設 

畑地帯総合整備事業費（耕地課） ○  ○ ○    ○ ○ ○ ○  

中山間地域総合整備事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○  

地域用水環境整備事業費（耕地課）   ○ ○    ○   ○  

経営体育成基盤整備事業費（耕地課） ○  ○ ○    ○ ○ ○ ○  

防災重点農業用ため池緊急整備事業費（耕地課）    ○    ○     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

   補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．６－１ （ソフト事業・セミハード事業） 

事     業     名 

推
進
会
議
の
実
施 

研
修
会
等
の
実
施 

構
想
・
指
針
等
の
策
定 

各
種
調
査
の
実
施 

実
証
ほ
場
等
の
設
置 

種
苗
の
購
入 

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ 

新
技
術
等
の
導
入 

農
地
の
利
用
調
整 

農
地
利
用
集
積
促
進 

果
樹
伐
採
・
棚
の
再
設
置
他 

普
及
啓
発
活
動 

集
出
荷
関
係
機
器
の
整
備 

体
験
農
園
機
械
・
簡
易
施
設
整
備 

中山間地農業活性化推進事業費（農村振興課）  ○ ○            

やまなし未来農業応援事業費（農村振興課）        ☆     ☆  

果樹団地化促進支援事業費（耕地課）          ○ ○    

注）☆は CO2 削減、気候変動への対応、スマート農業の導入に向けた取り組みに限る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

   補助対象別主要事業一覧 Ｎｏ．６－２ （ソフト事業・セミハード事業） 

事     業     名 

推
進
会
議
の
実
施 

研
修
会
の
実
施 

構
想
・
指
針
等
の
策
定 

各
種
調
査
の
実
施 

生
産
組
織
等
の
活
動
助
成 

農
産
物
等
の
Ｐ
Ｒ 

景
観
の
保
全
・
形
成 

集
落
共
同
活
動
の
支
援 

鳥
獣
害
の
防
止 

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得 

特
産
品
開
発 

ＧＡＰ推進事業費（農業技術課）          ○  

安全・安心ブランド農産物推進事業費補助金（農業技術課）  ○  ○        

鳥獣被害防止対策総合実践事業費補助金（農業技術課） ○        ○   

４パーミルイニシアチブ農産物ブランド強化事業費 
（販売・輸出支援課） 

   ○  ○      

やまなし６次産業強化促進事業費（果樹・６次産業振興課）      ○     ○ 

フェスタまきば開催費補助金（畜産課）      ○      

ニホンジカ有効活用推進事業費（販売・輸出支援課、畜産課）      ○   ○   

茶産地育成推進事業費（食糧花き水産課）  ○   ○ ○      

やまなしの花総合振興対策費 
（食糧花き水産課、販売・輸出支援課） 

○    ○ ○      

中山間地域等直接支払事業費（農村振興課） ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○   

農地維持・資源向上活動支援事業費（農村振興課）  ○ ○  ○   ○ ○ ○   

中山間ふるさと・水と土保全対策事業費（耕地課） ○ ○ ○ ○   ○ ○    

 


